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自然環境保全自然環境保全自然環境保全自然環境保全センターセンターセンターセンター    新任職員新任職員新任職員新任職員 

井上井上井上井上さんさんさんさん＆＆＆＆大森大森大森大森さんさんさんさんににににインタビューインタビューインタビューインタビューしちゃいまししちゃいまししちゃいまししちゃいましたたたた 
 

 

今年度から自然環境保全センター自然保護課に赴任された、獣医師の井上さんと飼育担当の大森さん。 

彼女たちはいったいどんな方たちなのでしょう？まだ直接お会いしたことのない皆さんに、先日行ったインタビ

ューを通してお二人の人となりをご紹介します！ 

 

 

――お二人とも保全センターに赴任されて数ヶ月経

ちましたが、ずばり、ここの仕事はいかがですか？慣

れましたか？ 

 

井上井上井上井上：動物が好きなので、一緒にいられるのが楽しい

し嬉しいです。まだ慣れていないので、要領よく立ち

回れているか

自信がないで

すが。 

とにかく忙しく、

一日があっと

いう間に終わ

ってしまいます。

時間に余裕が

あったらもっと

細部まで動物

のケアをして

あげたいので

すが、 

事務仕事も

ありなかな

か難しいで

すね。。。 

 

大森大森大森大森：動物たちと関わる仕事ですのですごく楽しいの

ですが、いつ何の動物がどのような状態で運び込ま

れて来るかわからないので毎日緊張の連続です。 

 

 

――印象に残っている出来後やエピソードなどは？ 

 

井上井上井上井上：６月に赴任して、いきなりボランティア講習会で

講師として皆さんの前で講義をしましたが、その時は

教科書で得た知識をお話するので精一杯でした。数

か月間実際に傷病鳥獣に触れてみて、実感として理

解したことがたくさんあります。やはり自分で体験し

てみないとわからない事が多数あるとしみじみ感じ

ています。誤認保護（保護する必要のない巣立ち雛な

どを誤って保護してしまうこと）のヒナなどが運び込

まれ、本来なら成長できたはずの個体が、ここでの環

境に適応出来ずに亡くなってしまうこともあります。

そういった動物たちの死を無駄にしない、次につなが

る保護活動をしていきたいですね。 

 

大森大森大森大森：今年保護されたタヌキですね。瀕死の重傷で運

び込まれてほぼ助からないと思われていたのに、今

では人間を襲うくらい元気に回復して放野も視野に

入るところまで来ました。どんな状態でもあきらめち

ゃいけないと言うことをこのタヌキに教えられました

ね。その反面、長い間ここで生活しているチュウサギ

が急に状態が悪くなったり…、まだまだわからない事

が多いです。 あと、ムササビの赤ちゃん。一生懸命

育てていたのですが、残念な結果になってしまいまし

た。今後もっと研究して生存率を高めたいです。 

 

 

――お二人が動物関係の仕事を目指したのはなぜで

すか？きっかけなどは？ 

 

井上井上井上井上：中学生のとき、お風呂にはいっているときに犬の

遠吠えを聞いて「不幸な犬を一匹でも減らしたい」と

思ったんです。 

 

大森大森大森大森・インタビュアー・インタビュアー・インタビュアー・インタビュアー：え～？!犬の遠吠えですか！（笑） 

 

井上井上井上井上：獣医師になって、臨床の現場で働くことが憧れ

でしたが、数年間動物病院に勤務した後、開業は諦め

て公務員になりました。６年間も大学に通わせてもら

って、これ以上親に負担をかけられませんでしたから。 

 

大大大大森森森森：小学校 3 年

生のとき、校庭で

キジバトのヒナを

拾いました。今思

えば誤認保護な

んですが（笑）。当

時は野生動物を

保護してくれる施

設があることな

ど知りませんでし

たから、子どもな

がら本で飼育の

仕方を調べて世

話をしたのですが

仔タヌキを抱く 井上さん 

イソヒヨドリの状態を確認する大森さん 
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亡くなってしまいました。 

近所には、野良猫を拾っては私の家に来て、「どうしよ

う…」と相談してくる友達がいたり。子どもの頃の“動

物を拾っても相談するところが無い”という経験から

身近な動物を保護した時に力になれる仕事をしたい

と思ったんです。獣医さんのように治療をするのでは

なく、もっと密接に動物と関わる“飼育”がしたかった

んだと思います。 

 

 

――子どもの頃から今までに飼ったことのある動物

は？ 

 

井井井井上上上上：十姉妹、文鳥、セキセイインコ、ウサギ（ロップイ

ヤー）、犬（マルチーズ、ビーグル）、猫。 

愛情が分散されるような気がして多頭飼いはしてい

ません。常に一匹ずつ飼っていて、今は猫ちゃんだけ

です。 

 

大森大森大森大森：文鳥、ワカケホンセイインコ、ウズラ。 

ウズラは癲癇持ちで、夜間は二時間おきに発作を起こ

すので、その度に起きて世話をしていました。なでて

あげると発作が治まっておとなしくなったんですよ。

今はワカケホンセイインコを一羽飼っています。 

 

 

――特に好きな動物はなんですか？ 

 

井上井上井上井上：動物全般が好きですが、特に好きなのは犬です

ね。あとは牛かな。ここに来る前は家畜保健所に勤務

していたので、牛に触れる機会が多かったですから。 

 

大森大森大森大森：う～ん、決めがたい（笑）。強いて言えば鳥全般

が好きですね。タヌキも好きです。 

 

 

――趣味はなんですか？休日は何をしていますか？ 

 

大森大森大森大森：仕事が趣味みたいなものですかね（笑）。 

 

井上井上井上井上：おぉ、さすが！（笑） 

 

大森大森大森大森：センターでの仕事以外でも色々な場所で野生動

物関係の活動をしているので。 

 

井上井上井上井上：かつては旅行でしたが、今は家飲み（笑）。 

旅行は国内外問わず、色々な場所によく出かけてい

ました。現在は家で酪農を営んでいるので、なかなか

旅行もできないんですよ。 

 

 

――今後、センターでやってみたい、挑戦してみたい

事などはありますか？ 

 

井上井上井上井上：ボランティアさんがもっと根付きやすいような

環境を作りたいです。 

あと、動物たちの個体管理をもう少ししっかり出来る

ようにしたいですね。体重表と連係して、個体ごとの

体調の推移を見守れるようなシステムができればい

いかな。 

（大森さんも大きく頷く） 

 

大森大森大森大森：”ヒナ図鑑” を作りたいです。誰が見ても一目

で鳥の種類が判別できるようなわかりやすい物が良

いですね。産まれたばかりのヒナを見分けるのは本当

に難しいですから。 

 

 

――それでは最後にボランティアの皆さんにメッセー

ジをお願いします。 

 

大森大森大森大森：傷病鳥獣保護はボランティアさんをはじめ、多く

の方々に支えられて成り立っていると実感しています。

ボランティアさん無しには立ち行かないので是非遊び

に来てください。 

 

井上井上井上井上：気軽に顔を見せに来てくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

終始和やかに楽しいお話を聞かせてくれた井上さんと大森さん。お忙しいなかありがとうございました！ 

大森 郁代 

自然環境保全センター  

自然保護課  

飼育担当（非常勤職員） 

１９８☆年１０月生まれ 

神奈川県相模原市出身 

学生時代は千葉県で過

ごす 

井上 史 

自然環境保全センター 

自然保護課 獣医師 

１９６☆年６月生まれ 

神奈川県横浜市出身 

両親が関西出身のため、幼少

の頃は関西弁と標準語のバイ

リンガル。 
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みなさん、お久しぶりです。神奈川県自然環境保全センターでボランティアをしている S です。老人の介護と老

犬の介護が重なり、センターでのボランティアをしばらくお休みしていましたが、老人は元気になり老犬は旅立っ

たのでこの春から復活しました。都合でお休みできるのもボランティアの良いところですね。この連載も再開しま

すのでどうぞよろしくお願いします！ 

 

 

2015201520152015 年年年年 5555 月月月月○○○○日日日日（（（（☀）））） 

約 1年半振りのセンターボランティア。時々顔を出して

はいたけれど、本格的に動物たちのお世話をするの

は本当に久しぶり。半ば浦島太郎状態で傷病舎へ。案

の定レイアウトや備品の場所が変わっていて慣れるま

で少々手こずったけれど、やっぱり動物達に関われる

のは嬉しいものですね。しかもこの季節は赤ちゃんラ

ッシュ！様々な野鳥のヒナとタヌキやムササビなどの

ほ乳類の赤ちゃんたち。これが最高にカワイイ♡。こん

なにカワイイ姿を間近に見られるんだからボランティ

アはやめられない。とは言いつつ、呑気に赤ちゃんた

ちに見とれてばかりいるわけではないのであしから

ず。とにかく忙しいのですよ、この時期は。次々に運び

こまれてくる動物たちのケージの準備をしたり掃除

をしたり、餌や水を配るだけでアッという間に時間が

過ぎて 1 日が終わってしまう。学生時代、授業を聞い

ている時はあんなに時間が長く感じたのにね(^_^;。 

 

2012012012015555 年年年年 6666 月月月月□□□□日日日日((((☀))))    

さあ、今日も朝から動物たちのお世話をがんばろう！

と張り切ってセンターへ。巣箱の中でスヤスヤと眠っ

ているムササビの赤ちゃんを

起こしてミルクを飲ませる。誤

嚥しないように注意しながら

慎重に。人間の心配をよそに、

チュパチュパと音を立て口の

周りをミルクだらけにしなが

ら夢中で飲む姿はこれまた愛

おしい。たくさん飲んで大きくなるんだよ。でも、君、そ

ろそろミルクは卒業の時期なんだけど。。。（汗） 

 

2015201520152015 年年年年 7777 月月月月☆☆☆☆日日日日（（（（☀）））） 

今日も朝から猛烈に暑い。まぁ、夏だからしょうがない

けど。冬の寒さに比べればましかな？などと思いなが

ら本日もせっせと動物たちのお世話。この時期、傷病      

 

舎の別館はヒナを育てるた

めの小鳥部屋になっていて、

運ばれてきたヒナたちは一

括してこの部屋へ入居。ヒ

ナのお世話を任せてもらっ

た私は鳥のお嬢様お坊ちゃ

またちの為にせっせと働く

のです。ちなみに、ヒナたちの体を冷やすことはでき

ないので、真夏でもこの部屋に冷房はいれません。基

本的に扉は閉め切り。必然的に部屋の中はサウナ状

態。汗をダラダラ流しながら、無数に並ぶケージを一

つずつ掃除して、水を取り替え、エサを配る。まだ自

分でエサを食べることができない赤ちゃんたちには

一羽ずつさし餌。一通り全員にエサを食べさせ終わる

ころには、最初にあげた子がまたピ～ピ～鳴いて「お

腹空いた～！」とアピール・・・。婆やは「ハイハイ、今あ

げますよ」と最初に戻って順番にさし餌。この作業が

エンドレスに続くのであります。少しは痩せるかな？ 

 

2015201520152015 年年年年 7777 月月月月◇◇◇◇日日日日（（（（☀）））） 

おっと、隣の部屋に見慣れない

ケージがあると思って中を覗い

てみると、アオバズクのヒナが！

まだ頭にホワホワの綿毛のよう

な羽が残っていてぬいぐるみみ

たい。地面に落ちているところを保護されたそうだけ

ど、巣立ち前に巣から落ちて、お母さんとはぐれちゃっ

たのかな？こんなカワイイ姿だけど、食べるのは生肉

とコオロギなどの虫。この子は特にコオロギが好きみ

たいで口元に近づけると頭からかぶりつき(゜Д゜;)。小

さくても立派な猛禽だもんね。 

 

 

次回は秋から冬の様子をお届けします。 

 

 

そ の ４ 

ムササビの赤ちゃん 

アオバズクのヒナ 

食べ盛りのヒナたち 
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食欲の秋食欲の秋食欲の秋食欲の秋    

 秋は、海にも山にもおいしいものがいっ

ぱいです。動物たちも食欲が増し、いろい

ろなものをいつもよりも多く食べるように

なります。しかし、人間のようにグルメを

楽しんでいるわけではありません。すぐに

やってくる冬を乗り切るための準備をして

いるのです。 

  

木の実の種類木の実の種類木の実の種類木の実の種類    

この時期に豊富なのは、木の実です。た

くさんの種類の実がなり、鳥をはじめ、い

ろいろな生き物が利用しています。 

木の実には大きく分けて 2 つの種類があ

ります。１つは「堅果」と呼ばれるグルー

プで、硬い果皮を持つものです。ドングリ

が代表的ですが、これはブナ科の木の実の

総称です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この種類の木は栄養豊富な上に一度につ

く実の数が多いので、クマやイノシシなど 

 

 

 

 

 

 

の大きな動物もよく食べます。渋味の少

ないマテバシイやスダジイは、炒ったりク

ッキーにしたりして人が食べることもでき

ます。頼りにされているドングリですが、

年によって凶作・豊作があり、少ない場合

には人里までエサを探しにやってくる動物

が増えるため、人と動物のトラブルが多く

なる原因になります。 

もう 1 つのグループは「漿果」と呼ばれ

るもので、みずみずしい果肉があります。

赤や黒、紫色の小さな実をつけるものが多

いですが、これは鳥に食べてもらうため。

一口サイズの実に鳥の目につきやすい色を

つけて、客寄せをしているというわけです。

植物のしたたかな戦略にも驚かされますね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護センターにいる鳥たちが利用するの

はこちらの漿果が多いので、身近で手に入

ったらお土産に持って行ってあげると喜ぶ

でしょう。ただし、有毒なものもあるので、

種類の確認と与える前の職員さんへの相談

が必要です。 

いよいよ実りの秋がやってきました。ここでは秋の味覚の代表、木の実についての豆知識

をご紹介します。 

 

ピラカンサの実を食べるヒヨドリ 

マテバシイの実 
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◎◎◎◎今回は放鳥された個体はいませんでしたが、再保護された個体と自然の中で確認された

個体の情報があります。 

 

 

再保護 

種類：トビ種類：トビ種類：トビ種類：トビ    

再保護場所：藤沢市再保護場所：藤沢市再保護場所：藤沢市再保護場所：藤沢市    

再保護日：再保護日：再保護日：再保護日：2014201420142014 年年年年 8888 月月月月 11111111 日日日日    

再放野日：再放野日：再放野日：再放野日：2014201420142014 年年年年 8888 月月月月 24242424 日日日日    

 

 

2013 年 8月にカラスに襲われていた所を保護され、2013 年 12 月に藤沢市で放野された

個体です。約半年で金沢動物園にて再保護されたことが足環で確認されましたが、8月 24

日に再び放野することができました。 

 

野外での確認情報野外での確認情報野外での確認情報野外での確認情報    

 5 月 11 日に藤沢市の小田急線の本鵠沼 3号踏切

付近にて D7 の足環を装着したトビを見かけた、と

のお知らせが届きました。 

他にも複数のトビが見られ、仲間と仲良く暮ら

しているようです。 

 

 

 

 

 

 

 

NPONPONPONPO 法人法人法人法人    野生動物救護の会野生動物救護の会野生動物救護の会野生動物救護の会  
TEL 0463-75-1830   e-mail： wildrelief@kanagawa-choju.sakura.ne.jp 

 

または 神奈川県自然環境保全センター神奈川県自然環境保全センター神奈川県自然環境保全センター神奈川県自然環境保全センター    自然保護課自然保護課自然保護課自然保護課  TEL 046-248-6682  

    

鳥の詳しい情報はこちらに載せています。 

        ブログ URL：http://blog.goo.ne.jp/yaseidobutsu-kyugo 

 

★左足に★左足に★左足に★左足に赤い足環赤い足環赤い足環赤い足環をつけた鳥を見かけたらをつけた鳥を見かけたらをつけた鳥を見かけたらをつけた鳥を見かけたら、、、、下記までご連絡下さ下記までご連絡下さ下記までご連絡下さ下記までご連絡下さ

い。い。い。い。 

足環プロジェクトとは足環プロジェクトとは足環プロジェクトとは足環プロジェクトとは？？？？    

足環を付けた放鳥個体を野外で発見もしくは再捕獲等することで、その個体の生存年

数、移動範囲・距離などを知るための活動です。 

写真・情報提供：bikke さん 
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“救護の会“救護の会“救護の会“救護の会    ブログ“ブログ“ブログ“ブログ“    始まって始まって始まって始まっていいいいまままます！す！す！す！                                                                                                                                        

◆野生動物救護の会野生動物救護の会野生動物救護の会野生動物救護の会の活動の様子を楽しくご紹介の活動の様子を楽しくご紹介の活動の様子を楽しくご紹介の活動の様子を楽しくご紹介！ 

 日常のボランティア活動や、猛禽類の訓練風景（M project ）、各種イベントのお知らせや 

報告などなど、随時更新しています。救護の会 HP トップページの           

｢救護の会ブログ始めました！｣のバナーをクリックしてご覧下さい♪        

 アドレスはコチラ→ http://kanagawa-choju.sakura.ne.jp/index.html  
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 

    衝突調査衝突調査衝突調査衝突調査                                                                                                                                                                                                            

◆秦野市立図書館衝突調査秦野市立図書館衝突調査秦野市立図書館衝突調査秦野市立図書館衝突調査    

  ▽日時 毎月最終金曜日 →今後の調査日は 9 月 25 日、10 月 30 日、11 月 27 日         

▽場所 秦野市立図書館 

☆野生動物救護の会「バードストライク研究会」では窓ガラスへの野鳥の衝突調査を一緒に 

行ってくれる方を随時募集しています。興味のある方は事務局までご連絡を！ 

    イベントイベントイベントイベント                                                                                                                                                                                                        

◆ワールドワールドワールドワールドフェスタフェスタフェスタフェスタ・・・・よこはまよこはまよこはまよこはま    2015201520152015 

▽日時：10 月 10 日(土)・11 日（日） 10：00～17：00    ▽場所：横浜市 山下公園 

☆秋の横浜を舞台に世界の衣・食・住・遊の要素を盛り込んだイベントが盛大に開催されます。 

◆あつぎあつぎあつぎあつぎ環境環境環境環境フェアフェアフェアフェア    

  ▽日時：10 月 25 日(日)     ▽場所：厚木市 中央公園 

  ☆厚木市主催の環境に優しいライフスタイルを考えるイベントです。 

◆動物フェスティバル動物フェスティバル動物フェスティバル動物フェスティバル神奈川神奈川神奈川神奈川 2015 in 2015 in 2015 in 2015 in はだのはだのはだのはだの    （（（（第第第第 33336666 回回回回秦野市秦野市秦野市秦野市市民市民市民市民の日の日の日の日））））    

  ▽日時：11 月 3（火）  10：00～16：00   

▽場所：秦野市文化会館 及び特設会場(秦野市総合体育館前広場) 

  ☆動物愛護精神の高揚と適正飼育について関心と理解を深めることを目的としたイベントです。 

         

☆☆☆☆★★★★会員へのお誘い会員へのお誘い会員へのお誘い会員へのお誘い★☆★☆★☆★☆ 
当会は、ボランティアスタッフの協力と設営趣旨にご賛同いただきました 

皆様方の寄付によって運営されております。 

私たちの活動を支えてくださる賛助会員も同時に募集しています。 

★一般会員：どなたでもご参加いただけます（年会費 2,000円） 

★学生会員：学生の方（年会費 1,000円） 

★賛助会員：当会の活動にご賛同いただき寄付をしていただいた方 

                     年会費：法人一口 5,000円 個人一口 3,000円 一口以上 

 ゆうちょ銀行振替口座 ： 00270-0-47040 

名義 ： 特定非営利活動法人 野生動物救護の会 
【振込先】 

発行月：2015年 9 月  発行：特定非営利活動法人 野生動物救護の会  電話：0463-75-1830 
〒259-1306 神奈川県秦野市戸川 1086番地の 4   ホームページ：http://kanagawa-choju.sakura.ne.jp/ 
編集者 表紙：大和田真彦（平沼亜矢子）  活動の現場：平沼亜矢子   井上さん大森さんにインタビューし 
ちゃいました：神崎さつき    森田学校 2015”Final”夏季野生動物保護セミナー報告：中村ゆり 
～on your side～動物たちの立場になって：伊熊智子（平沼亜矢子）   徒然ボランティア日記：神崎さつき 
木の実の雑学：片瀬亜妃   足環 Project!!：渡辺優子（片瀬亜妃）   インフォメーション：神崎さつき                                                   

＊詳細は当会ホームページをご覧ください＊ 

    修了式修了式修了式修了式                                                                                                                                                                                                                                                                

◆野生動物救護野生動物救護野生動物救護野生動物救護ボランティア講習会ボランティア講習会ボランティア講習会ボランティア講習会    修了式修了式修了式修了式 

▽日時：9 月 27 日（日）       ▽場所：自然環境保全センター 

☆今年度のボランティア講習を終えた皆さんの修了式です。 

 

救護の会はそれぞれのイベントに出展し、普及啓発活動やグッズの販売を行います。  

ボランティアスタッフも募集中！事務局までメール又は電話でご連絡ください。 

♪♪♪♪嬉しいお知らせ嬉しいお知らせ嬉しいお知らせ嬉しいお知らせ♪♪♪♪        

救護の会の会員さんの平沼亜矢子さん、伊熊智子さん、三輪早見さんの 

3名が、長年のボランティア活動の功績を認められ、“野生鳥獣功労者”として、

神奈川県より表彰されました。おめでとうございます！ 


